Annual report (2004) on exhibitions held by the Library by 早稲田大学図書館展示部会
　年度は、図書館所蔵資料を中心とする従来型の展覧会のほかに、館
外から持ち込まれた企画展示、あるいは依頼による企画展示をいくつか実
施した。ここにそれらの個々の催しにつき簡単に報告する。
戯画のいろいろ　―民衆の中の諧謔と諷刺―
　年３月日（水）～４月日（水）：延長４月日（火）まで
　総合学術情報センター２階展示室
　年度から、当館内に「早稲田漫画文庫」を設置したところ、さまざ
まな反響があった。同文庫設置の趣旨は、あくまでも研究資料としての漫
画資料の収集・保存であり、ことに稲門ライブラリーに準じ、早稲田大学
出身の漫画家の作品を中心とするということであったが、漫画を収集して
いる国内各機関から問い合わせがあいつぎ、また、図書館の中にまんが
コーナーができるのか、というような浅薄な理解の上からの問い合わせも
多かった。江戸時代のマンガ本ともいえるいわゆる草双紙の類を比較的多
く所蔵している早稲田大学図書館としては、そうした歴史の流れに沿った
収集であり文庫設置であったわけだが、大量な既刊資料の保存が憂慮され
ているジャンルであるだけに、注目が集まってしまったようだ。
　そこで、漫画文庫設置記念の意味も加え、標記のような展示を企画した。
イントロダクションとして掲げたのはつぎのような文章である。
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2004年度図書館主催展覧会報告�
早稲田大学図書館展示部会�
　戯画は長い歴史をもっています。
　日本では、鳥羽僧正覚猷の筆にな
るといわれる有名な「鳥獣戯画」以
前にも、戯画めいたものは描かれて
いたようです。人々は、わざとデ
フォルメした絵画表現のなかに、痛
烈な諷刺やそこはかとないおかしみ
を見出し、自由で猥雑でさえあるそ
れらの絵に、じぶんが生きている人
間社会の真の姿を透視していたのか
もしれません。
　戯画は、ただおもしろおかしく、
ふざけて描いたものばかりではあり
ません。パロディやアレゴリーの形
をとりながら、それぞれの時代背景
を的確に映し出し、残酷なまでにえ
ぐり出しているような作品もたくさんあります。ヨーロッパの銅版あるいは石版画、
日本における木版の浮世絵の中には、たくさんの戯画・諷刺画が含まれています。
印刷術が発達し、ジャーナリズムが大衆化してからは、それらは大量の「漫画」と
なって、我々の日常に欠くことのできない一ジャンルをなしているといっても過言
ではありません。
　早稲田大学図書館所蔵の資料のなかから、いくつか、そうした「戯画」とよべる
資料をえらんでお目にかけましょう。さまざまな時代に、よろこび悲しみそして苦
しみながら生きていた人々の気持が、そこにはこめられているのです。
年３月　　　
早稲田大学図書館
　おもな出品資料はつぎのようなものである。
　『屁合戦絵巻　一名勝絵』（チ）
　菱川師宣写と伝わる古画を幕末に摸写した絵巻物。イモを食った男女が
入り乱れて放屁合戦と陽物比べをくりひろげる尾籠・猥雑な絵巻である。
（表紙参照）
―　　―
　『紅毛影絵於都里伎』（おらんだかげえおつりき　ヲ）
　十返舎一九作、喜多川月麿画の影絵の本。手足などをつかって動物の形
などをつくりだす遊びを絵にしているが、奇想天外なものが多い。
　『』（トバエ　）
　フランスの画家ジョルジュ・ビゴー作の幕末から明治初年にかけての日
本風俗諷刺漫画雑誌。
　
　	


　
　いずれもヨーロッパの諷刺漫画雑誌。
　このほかに、幕末の浮世絵や漫画家の色紙など、総計約点を展示した。
来観者の評判は上々で、感想ノートにはつぎのような感想が寄せられた。
（抄）
◇歴史的な事柄を具体的にイメージさせるその存在感がすごい　当時の人々の批判的精神と
ユーモア観のバランスに感嘆し、今の自分達にはないゆとりを感じた。
◇色の美しさにびっくりした。今の日本ではこうした風刺画が生まれづらいのでしょうか。
◇日本・米国・欧州にわたり主題の作品がよくそろつて、説明もよくわかりました。
◇風刺のパンチの強烈さに驚きました。教科書で見ていたものも“生”で見ると全く違った印象
になります。
◇「人かたまって人になる」国芳のことばは深い……わがフランスのは（ルポ）
にすぎない平凡なものだと思った。日本の諧謔をこれから大切にして欲しいです
◇屁合算（ママ）絵巻は最高！　　Ｔ
◇士が劣等は忘れられません。日本人のユーモア精神万歳！
◇明治初期のものは仲々面白く見ました。かなが読めないのは情なし。
◇此展示很好！　諷刺性強！　今我們一教育精英受益不浅！
◇おもしろいです。　二文三年　　とくにへ合戦。
◇大変面白かったです。諷刺画に関しては、やはり欧米のものの方がセンスを感じます。日本に
比べ言論の自由がより尊重されていたせいなのかなど、想いをめぐらせました。また楽しい
企画楽しみにしております。　　政経４年
◇とても興味深くおもしろかったです。可能なら展示数も増やし、規模も大きくして再度公開
してもらえると嬉しいです。　　教育１年　Ｓ
◇ビコー（ママ）の作品が印象的でした。日本史の教科書に載っている作品でしたので。もう
１度、足を運びたいと思います。　　社学１年　Ｈ
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◇（火）　そのとおりです　感動上に同じ　こんなにすごいものが当館にあるとは…　
美術館、冬の時代…などという風評にまどわされず、バンバン見せて下さい――　ありが
とー　　卒業生
◇風刺画というと、現代の新聞に載っているような、さし絵を想像していたのですが、どの作品
も、美しく、完成度が高いものであるのに驚きました。とくに、日本の幕末の作品が印象に
残りました。流行なぞなぞ尽しや流行天狗競争図解など、一つの図画に多くのテーマ、ストー
リーが盛りこまれた作品はこれまで私が見てきた、西洋の作品にはないものがあり、感動が
ありました。一言に風刺画といっても、西洋と日本の社会のとらえ方の違いが画に表われて
おり、新鮮でした。　　教１年
◇教科書に載っていた絵を実際に見られて感激！　影絵や屁の絵には笑えましたよ。早稲田は
素晴らしい。今度の展示を楽しみにしています。　　一文　新入生
◇（火）　いずれも当時の世相を反映したすばらしいものばかりでとても感心させられまし
た。教科書の写真資料がナマで見られたことにも。次の展示もぜひ拝見したいと思いま
す。　　一文　１年
☆たのしいー、ワセダにきてよかった！
◇の原本見ることなど、一生ないかもしれない。またこよっと。　　
◇一人でヒマつぶしに入りましたが、ずいぶん楽ませていただきました。次は人を誘ってこよ
うと思います。　　教育１年
◇非常におもしろかった。去年度のレポートに勝絵やざれ絵といったものをつかったのでその
前に出してくれればもっとよかったのに、などと思ったり。ワセダにあったんじゃないです
か。　　一文３年
◇風刺作者たちのような形で、自分が生きている世の中とかかわっていくという生き方ってい
いなと思います。ようするに風刺漫画から、その作者の生き様を感じられました。フクちゃん
の色紙がかわいかったです　　政経３年
◇「ユーモア」を再考したいと思います。　　社学　Ｙ
◇教科書にのってた絵が目の前に　ワセダすげえっ　感動　　一文　新入生
◇こんな、貴重な資料が見られるとは思いませんでした。ユーモラスすぎるのも、たくさんあり、
びっくりしました。他の作品も見てみたいです。　　一文　一年
◇すごく見ごたえのある展示でした。ビゴーまで見れて感激でした。近代風シ画とかポスター
とかに興味があるのでまた是非こんな展示をして下さい。　　二文．一年
◇風刺画はただの絵ではなく、そこには時代背景や社会批判というメッセージがもり込まれて
いて非常に興味深かったです。日本の風刺画より海外のが　キツイな～　と思いました。ま
た、ぜひこういった展示会ひらいて下さい。　　１年　Ｓ
◇教科書その他の本で見たことがあるものもいくつかあり、ユーモラスで、一般大衆のエネル
ギーの大きさを感じました。　　理工・１年
◇よみうりしんぶんみました、ワセダにきてよかったです　　一文一年　Ｓ
◇パンフレット・ポスターの絵にひかれて来ました。こういう企画があるのってとても嬉しい。
それにしても日本の絵って色がこんなにうつくしいんだなって思った。「ぶた（徳川家康）と
かけて～山のうえにもいられず（？）」に感動しました。日本人ってユーモアたっぷりなんだ
なあ、と。　　二文　二年　Ｏ田
◇教科書でしか見たことがなかったビゴーの絵。まさか、大学で本物を見れるとは思いもしま
せんでした。なんとなく、ふらっとした気分で寄ったのですが、とても良かったです。得し
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た気持ちになりました。　　Ｍ田（教育学部）
◇文化は洗練されていくものですが、一世紀前に描かれた作品にもおどろくべきセンスが表現
されていて、あながち、あまり今でも進歩はないのかも、と心配になりました　　Ｆ田（政
経）
◇お世話になっております、○○社です。	
		の復刻をしております。
学生さん方の熱心な感想に感動いたしました。早稲田大学様の図書館、各学部で、弊社の復刻
図書をご書蔵（ママ）していると、存じます。興味をもたれた、学生さんに、ぜひ、ご紹介
下さいませ。
◇最終日にギリギリ来れてよかったです。鳥羽僧正の絵巻物が下品でしたが、昔の時代の人々
も人間らしい心…というかやはり人間だったんだなあ…とつくずく思いました。　　一文二
年　Ｍ
◇受験時に使った日本史のテキストに載っていたビゴーのトバエを早稲田にて実物を見れると
は思ってもみませんでした。狭いスペースを最大限に生かしていてとても見ていて楽しかっ
たです。これからも色々な企画お願いします。　　一文一年　Ｓ
◇歴史の資料で見た事のあるものばかりで、直にこの目で見る事が出来、非常にうれしい。もう
少し中身を見ていや、もっと中身が見たくてたまらない。ミッキーマウスまであったのが不
思議であった。近頃のマンガは今の世の中を手厳しく批判するものからどんどん遠ざかり、
歪められた歴史教育の一役を買うまでになっている。この企画がそうした動きに待ったをか
けられるものになればいいなと思う。　　　法　Ａ
◇トンでもない合戦の鳥羽絵に、とてもビックリしました。日本のイラストレーション文化も
奥が深いですね。　　Ｋ（法）
◇大変面白かったです。特に、ビゴーの「トバエ」は実際に見られるとは思わなかったので感
動しました。あと、「屁こき合戦」の絵巻物と疫病の人々の絵巻物は大変興味をそそられまし
た。　　教育国文　１年
◇強裂にうったえてくる絵と気のきいた一言。最高です。あと例の「屁」のやつ、作者はまじ
バカ（いい意味で）　　政経３年
◇大学っていいね、と思いました。珍しいものが見られておもしろかったです。昔の人おもし
れぇ　　教４
◇どんな時もユーモアの精神を忘れることなく進もうと思いました。　　就職活動中社５年
◇風刺画好きです、またやって下さい　　教育２年
◇エドワード７世を転がして遊びたい。面白かった。風刺画特集本ないかなー　　理工一年
◇世界史の教科書にのってるやつがあって感動しました　　社学１年
◇ビゴーのトバエに感動した。つらかった日本史の勉強も、こういう日のためにあったんだな
としみじみ思いました　　法１年
◇（水）　ギルレーのナポレオン　トバエの絵　⇒中高の教科書がなつかしいっす　スゴ
～イ！　また見せてーー
◇　面白かったです。解説をつけてくれていたのでわかりやすかったです。
◇　諷刺は弱い人間のせめてもの抵抗だ。　　政治１年
◇私達は現代の諷刺をどこに求めるのか。　　理工２年
◇　私も銅版画をやりたくなった。こーゆー絵ってかなりスキ。になるぞ！　商１年
◇　本当の人間の姿がここにあった。　　商４年
◇　思わず顔がほころぶ作品ばかりで、ジメジメとした雨のイヤなかんじも、忘れる程で
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した。　　政経１年
◇　「カリカチュール」「シャリヴァリ」「バター皿」等にヨーロッパの民衆の風刺に対する
系譜と層の厚さを思い知らされる。「川柳と絵画の風刺」について以前レポートを書いたこと
があったので参考になった。「放屁合戦」は一茶の句集に何句か見付かる「屁くらべ」の視覚
的裏付けが得られて納得した。質的にはよいが量的に少しひょうし抜けがした。早大図書館
主催ならば次回はもう少し充実させてほしい。　　三鷹　Ｔ田
館蔵資料でたどる日本文学史　全国大学国語国文学会大会開催記念
　年５月日（木）～６月７日（月）　総合学術情報センター２階展示室
　全国大学国語国文学会大会の早稲田大学における開催を記念して展示。
このタイトルのものはすでに一度（３～４）開催しており、今回は大
筋においてそのリメイクとなったが、『明月記断簡』など若干の新収資料も
加えた。万葉集から近代文学まで、当館所蔵資料のみで日本文学史の流れ
を展示・俯瞰すると、平安時代など中古文学関連資料がかなり弱いと感じ
られるものの、多くの一級資料がならび、充実した展示となった。
　おもな展示資料はつぎのとおり。
　万葉集　付訓本　古活字版
　古今和歌集　伝飛鳥井雅親写
　枕草子　江戸時代初期写
　源氏物語　伝三条西実枝筆　蒔絵匣入
　倭名類聚抄　狩谷望之書入
　保元物語・平治物語　丹緑本
　平家物語　古活字版
　徒然草（上）　伝東常縁写
　花伝書　古活字版
　好色一代男　井原西鶴撰
　松尾芭蕉自筆懐紙
―　　―
　曽根崎心中　近松門左衛門撰
　南総里見八犬伝稿本　曲亭馬琴筆　一部路女筆
　当世書生気質挿画指定画　坪内逍遙筆
　楚囚之詩　北村門太郎（透谷）撰
　「たけくらべ」原稿断簡　樋口一葉筆
　二葉亭四迷日記　絶筆
　　ほか
タウトが見たもうひとつのニッポン
　　岩波書店所蔵ブルーノ・タウト資料より
　年６月日（木）～日（金）　総合学術情報センター２階展示室
　ドイツの建築家ブルーノ・タウト（～）は（昭和８）年、
ナチの逮捕者リストに自分の名前があることを知ってドイツを去り、日本
に来て、年トルコに向かうまでの約３年半、日本に滞在した。この間、
桂離宮、伊勢神宮など伝統的な日本建築をとりあげて絶賛した文章をのこ
し、「日本美の再発見」をした外国人として知られている。
　年タウトが滞在先のイスタンブールで客死した後、内妻エリカが再
度来日して、タウト著作の翻訳者であった篠田英雄に原稿、メモ、写真な
どの遺品を託し、戦後、篠田の遺族からその資料は岩波書店へ寄贈された
が、未整理のまま同書店の倉庫に保管されていた。
　岩波書店はこの資料の調査・研究が行われることを条件に、しかるべき
寄託先を探しており、早稲田大学図書館では資料を受け入れてもよいむね
早くから同社に伝えていたが、曲折ののち、年４月に同資料は高崎市
の創造学園大学に寄託されることとなった。しかし早稲田大学図書館では、
それ以前に岩波書店に対して、同資料による展示開催を申し入れており、
今回開催のはこびとなった。
　展示企画は以前より同資料の調査にかかわっていた校友の酒井道夫武蔵
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野美術大学教授、沢良子東京造形大学助教授が中心となって構成し、岩波
書店から展示資料を全点借り出す形で展覧会を行った。会期中、文学部で
行われた早稲田大学美術史学会において、酒井、沢両氏による岩波書店所
蔵ブルーノ・タウト資料に関する発表も行われた。
　まったく館蔵資料をつかわない、借用資料だけの展示はきわめて異例で
あるが、これまでの経緯もあり、岩波書店の全面的な協力のもとに展覧会
を開催することができた。
　タウトの名は、没後に編集刊行された岩波新書『日本美の再発見』など
が、日本の美、ひいては日本精神賞賛の書として読まれつづけてきたこと
により、大げさにいえば不朽のものとなっているが、奇矯にも日本につい
てのタウトの文章は翻訳以外に刊行されておらず、この資料に含まれる原
稿やメモを検討することにより、タウト自身の視点や発想と、翻訳書に
よって日本人が受け取ってきた印象との間にあるズレが解明される可能性
がある。
　会場にはタウトの自筆資料、日記、メモ、スケッチなどのほか、タウト
自身がライカカメラで撮影した戦前日本の風景写真が展示され興味をひい
た。とりわけ、渋谷駅前で撮影された生前の忠犬ハチ公の写真は興味深い。
　創造学園大学関係者を含め、建築・美術史研究家ら多くの観覧者があっ
たが、通常の早稲田大学図書館の展示に比べればきわめて異質な展覧会と
いえた。
ジェイムズ・ジョイス展　ブルームズデイ周年記念
　年６月日（火）～７月２日（金）
　総合学術情報センター２階展示室およびロビーの一部
　長編『ユリシーズ』で知られるアイルランド人文学者ジェイムズ・ジョ
イス（～）は世紀を代表する作家のひとりで、「意識の流れ」と
いう手法を用いて個人の内面をできるかぎり完璧に記録しようとしたこと
―　　―
で有名である。年は『ユリシーズ』の時代設定である年からちょ
うど周年にあたり、同小説の主人公レオポルド・ブルームの名にちな
む「ブルームズデイ」（６月日）の前後には、世界各国でジョイスを記念
する催しが行われた。
　アイルランド政府公認のこの展覧会は、ジョイスの生涯を枚の大きな
パネルにして表現したもので、ほぼ全世界を巡回している。日本では、プ
ロジェクト研究所であるアイルランド文化研究所、テーマカレッジ「アイ
ルランドの文化」などを設置している早稲田大学でこの展覧会を行えない
かという打診がアイルランド大使館よりあり、それを受けてこの展覧会が
開催された。
　アイルランドで制作された枚のパネルは総合学術情報センター２階展
示室内におさまりきらず、廊下、ロビーの一部も使用した。パネルの内容
がそのまま小冊子になっているパンフレットもアイルランド大使館で用意
された。展示室内に、清水重夫法学部教授の所蔵資料も加え、若干の館蔵
ジョイス関連資料を展示した。
早稲田大学図書館所蔵　錦絵新聞展　～明治初年の事件簿～
　年６月日（土）～７月日（日）　磐田市立図書館展示室
　早稲田大学・遠州稲門会・磐田市教育委員会主催
　例年の催しとなった「早稲田フェスタ遠州」の一環として遠州稲
門会より依頼をうけ、年５月に中央図書館で開催した標記の展覧会を、
展示資料および解説をいわばパックにして貸し出し開催協力した。
　千葉県鴨川市と同様、磐田市における早稲田大学図書館所蔵資料展も４
年におよび、地元からは親しみをもって迎えられているようであるが、資
料の運搬、展示にかかるセキュリティの問題を考慮すれば、貴重資料をな
かなか貸し出すことができないのが難点である。運搬・取扱いが比較的容
易で、なおかつ資料価値（資産価値）のそう高くないもの、という観点か
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ら、幕末・明治の錦絵や一枚刷資料を中心とした展示を、このような「巡
回展示」にまわしてきた。むろんこれらの資料も研究資料としての価値は
高く、こうした各地の校友の要望にこたえて資料を外に出すことには常に
リスクが生じるのはやむを得ないところである。
　錦絵新聞は明治初年の数年間だけ流行した特異なメディアで、東京日日
新聞、郵便報知新聞など当時の新聞に報じられたニュースに材をとり、落
合芳幾、月岡芳年ら江戸生き残りの浮世絵師が筆をふるっている。展示で
はこれらの一つ一つにどのような事件を報じたものであるかのわかりやす
い解説をつけてある。「明治初年の事件簿」というサブタイトルもふくめて、
観覧者には毎回たいへん好評を得ている。
早稲田大学所蔵品展示会 in 本庄拠点　早稲田大学創立周年記念事業
　年月９日（日）～日（日）
埼玉県本庄市　早稲田リサーチパークコミュニケーションセンター２階
情報資料室
　年春開業の上越新幹線「本庄早稲田」駅前の大久保山一帯に展開す
る「早稲田リサーチパーク」には、国際情報通信研究科をはじめ先端的研
―　　―
究施設が置かれ、世紀の早稲田大学の一つの国際的研究拠点として、埼
玉県・本庄市と提携し開発がすすめられている。今回早稲田大学主催のも
とに、本庄拠点地域の住民の方々を対象に、早稲田大学が所蔵する資料の
展覧会を開催した。本庄拠点においては初めての試みでもあり、早稲田大
学図書館、演劇博物館、會津八一記念博物館三者が協力して、それぞれ資
料を持ち寄り展示をおこなった。
　図書館では、磐田市から返却されたばかりの、前項「錦絵新聞展」をそ
のまま持って行き展示したが、演劇博物館からは「関羽の山車人形」や
能・歌舞伎・宝塚歌劇の衣裳、會津博物館からは會津八一収集の古代中国
の明器が出品された。なお同時期に、本庄市など各町村からも出土品や民
俗資料などの出品があった。
　スタート時台風に見舞われたが、おおむね観覧者も多く好評であった。
早稲田の和歌文学資料　和歌文学会大会開催記念展示
　年月日（金）～月日（水）　総合学術情報センター２階展示室
　年月日から日まで、早稲田大学を会場に開催された和歌文学
会第回大会を記念して開催。
　同じく和歌文学会開催記念の展覧会が昭和年（）月、７号館２
階にあった大隈記念室（当時）において開催されている。そのときは三条
西家関係資料、近世諸家書蹟（短冊等）が中心となったが、四半世紀のち
の今回の展示では、その後今日までに当図書館が新たに収蔵した藤原定家
自筆資料、また年會津八一博物館に寄贈移管された旧富岡美術館蔵の
富岡重憲コレクションに含まれる和歌関係の重要美術品、さらに近年収蔵
の和歌資料を展示した。
　兼築信行文学部教授（元副館長）を中心に準備をすすめ、小規模ながら
きわめて充実した展示となった。和歌文学会参加者も含め観覧者の評判も
上々といえた。
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　なおこれら展示資料のうち、近年収蔵の資料の多くは、当「早稲田大学
図書館紀要」誌上において新収資料として紹介されている。（＊印）
　おもな展示品
　明月記断簡　嘉禄元年（）７月５日　藤原定家自筆（口絵参照）
　明月記断簡　建保元年（）月日・日　藤原定家自筆
　明月記紙背文書
　長秋記　藤原定家筆
　古今集切　平安時代　會津博物館蔵
　白河切　伝西行筆　會津博物館蔵
　嵯峨切　伝藤原良経筆　會津博物館蔵
　後土御門天皇和歌懐紙　會津博物館蔵
　二十一代集　江戸時代写
　続古今和歌集　室町時代写（＊）
　夏日同詠百首和歌　細川持之筆（＊）
　東寺金勝院本祐和歌巻　牡丹花肖柏評（＊）
　頓阿法師和歌九首　室町時代写
　歌合集　江戸時代写（＊）
　遠忠三十番歌合　伝十市遠忠筆
　太神宮法楽百首　十市遠忠筆（＊）
　愚見抄　室町時代写（＊）
　和歌灌頂次第秘密抄　江戸時代写
早稲田大学図書館　新収資料展　―最近の寄贈資料から―
　年３月日（木）～４月日（水）　総合学術情報センター２階展示室
　当図書館では２～３年ごとに新収の貴重資料を展示、紹介する機会を設
けている。今回は寄贈資料のみで構成したが、きわめて充実した内容と
なった。
―　　―
　近年、早稲田大学図書館へ各方
面から貴重な資料が寄贈されるこ
とが多い。教職員、校友にとどま
らず、早稲田大学と直接かかわり
のない一般篤志家の方々からのご
寄贈も相次いでいる。大変ありが
たいことであり、また、貴重な資
料の永久的保管場所として、大き
な責任も感じている。
　今回展示するものは以下に示す
ものが中心となっているが、これ
以外にも、多くの方からのご芳志
により、早稲田大学図書館の蔵書
は日々面目を新たにしていると
いってよい。
　おもな展示品
　チョーサー作品集（ケルムスコット・プレス刊行）
 大竹正次氏寄贈
　庵原謐（いはら・しずか）コレクション　中国剪紙・文様・年画
 庵原宏一氏寄贈
　會津八一自筆　「学規」 小柳マサ氏寄贈
　津田左右吉書簡　駒井和愛宛 藤江稔氏寄贈
　小倉金之助宛諸家書簡 小倉欣一氏寄贈
　北原白秋扇面書 竹内義夫氏寄贈
　吉井勇扇面書 竹内義夫氏寄贈
　小野梓英文原稿 坂本嘉廣氏寄贈
　川端康成書簡　春陽堂宛 牧野孝治氏寄贈
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　坪内逍遙書簡　本間久雄宛 高津久美子氏寄贈
　吉田一穂遺品　絶筆原稿、自筆画「半眼微笑」 吉田八岑氏寄贈
　福地泡介画稿 福地千尋氏寄贈
　総じて今年度は館内での企画展示が少なかったが、また新たな構想、切
り口のもと、早稲田大学図書館の資料を駆使しておもしろく意義のある企
画を実施してゆきたい。
（文責・松下眞也）
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